
国際婦人年連絡会 2023 年度

第３回セミナー

即時停戦 ガザの人道危機を止めるために
～国際社会、日本政府、私たちができることは？

【セミナー内容】 イスラム勢力ハマスによるイスラエル攻撃（2023年

10 月７日）は、無差別的攻撃で、人質を拉致するなど、人道・人権に反す

るものであり、許されません。しかし、イスラエルは圧倒的な軍事力で報復

し、パレスチナ・ガザ地区全体が深刻な人道的危機に直面しています。

この事態をどう見るのか。なぜ国際社会はイスラエルの大規模攻撃を止め

られないのか。そして、唯一の被爆国であり、憲法９条を持つ日本政府はど

のような役割を果たすべきなのか。栗田禎子氏を講師に招き、背景にある問

題や解決へ向けての道筋を学び、考え合いたいと思います。

Zoom によるオンライン開催（参加費 800 円）
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千葉大学大学院教授

Peatix によるお支払い

日時 １月 12日
会場

19:30～21:00
（19:15 より入室可）（金）

お申込み方法

主催：国際婦人年連絡会 https://iwylg-jp.com/ Ｅメール：iwylg-i@nifty.com

https://peatix.com/event/3774942/view

Peatix により参加費をお支払いいただきますと、Ｚoom 参加

者用の URL が送信されます。

ご質問等がありましたら、下記にお問い合わせください。

セミナー事務局 chiristina_michiko@yahoo.co.jp

＜プロフィール＞

歴史学者。専攻は中近東・北アフリカ近現代史。日本中東学会

長。中東研究者有志で、2023 年 10 月 17 日、「ガザの事態

を憂慮し、即時停戦と人道支援を訴えるアピール」を発表、賛

同署名が大きく広がっている。著書に、『中東革命のゆくえ－

現代史のなかの中東・世界・日本』（大月書店、2014 年）、

編著『イスラーム地域の民衆運動と民主化』（私市正年との共

編、東京大学出版会、2004 年）など多数。

講師：

以下のフォームから

事前にお申込みください。

https://peatix.com/event/3774942/view

